
(57)【要約】

【課題】カラーフィルタからの水分やアウトガスが有機

ＥＬ素子内に侵入することを抑制し、また、十分な視野

角度を得ることが可能な有機ＥＬパネルの製造方法を提

供する。

【解決手段】有機ＥＬパネル１は、所定の形状に形成さ

れた第一電極（透明電極）と、少なくとも発光層を有す

る有機層９と、第二電極（背面電極）と、を透光性の支

持基板２の一方の面上に順次積層形成してなる。有機Ｅ

Ｌパネル１の製造方法は、有機ＥＬ素子３形成後に支持

基板２を薄厚処理する工程と、支持基板２を薄厚処理す

る工程後に、支持基板２の他方の面側にカラーフィルタ

４を配設する工程と、を備える。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
所 定 の 形 状 に 形 成 さ れ た 第 一 電 極 と 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 と 、 第 二 電 極 と 、
を 透 光 性 の 支 持 基 板 の 一 方 の 面 上 に 順 次 積 層 し て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 形 成 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ
ネ ル の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 形 成 後 に 前 記 支 持 基 板 を 薄 厚 処 理 す る 工 程 と
、 前 記 薄 厚 処 理 す る 工 程 後 に 、 前 記 支 持 基 板 の 他 方 の 面 側 に カ ラ ー フ ィ ル タ を 配 設 す る 工
程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が マ ト リ ク ス 状 に 形 成 さ れ 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ が 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に
対 応 し て 複 数 配 設 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 薄 厚 処 理 す る 工 程 は 、 視 野 角 度 が ３ ０ ° 以 上 と な る よ う に 、 前 記 支 持 基 板 の 厚 さ を 調
整 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 薄 厚 処 理 す る 工 程 は 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 前 記 支 持 基 板 と の 接 触 面 か ら 前 記 カ ラ ー フ
ィ ル タ の 上 面 ま で の 高 さ Ａ が 、
１ μ ｍ ＜ Ａ ≦ ５ ０ μ ｍ
と な る よ う に 、 前 記 支 持 基 板 の 厚 さ を 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２
に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 透 光 性 の 接 着 層 を 介 し て 前 記 支 持 基 板 の 前 記 他 方 の 面 側 に 配 設 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の 何 れ か に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ は 、 透 光 性 の 平 板 部 材 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 支 持 基 板 と 前 記 平 板 部 材 と
で 挟 持 さ れ る よ う に 配 設 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の 何 れ か に 記 載 の
有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 を 一 対 の 電 極 で 挟 持 し た 有 機 Ｅ Ｌ （ エ レ ク ト
ロ ル ミ ネ ッ セ ン ス ） 素 子 を 透 光 性 の 支 持 基 板 上 に 配 設 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 用 い た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル と し て は 、 ガ ラ ス 材 料 か ら な る 透 光 性 の 支 持 基 板 上
に 、 陽 極 と な る Ｉ Ｔ Ｏ （ Ｉ ｎ ｄ ｉ ｕ ｍ 　 Ｔ ｉ ｎ 　 Ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ ） 等 か ら な る 透 明 電 極 （ 第 一
電 極 ） と 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 と 、 陰 極 と な る ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） 等 か ら
な る 非 透 光 性 の 背 面 電 極 （ 第 二 電 極 ） と 、 を 順 次 積 層 し て 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 形 成 す る も
の が 知 ら れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
か か る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お い て は 、 フ ル カ ラ ー デ ィ ス プ レ イ へ の 適 用 が 望 ま れ て お り 、 そ
の 方 法 と し て 、 支 持 基 板 上 に カ ラ ー フ ィ ル タ を 配 設 し 、 こ の カ ラ ー フ ィ ル タ 上 に 有 機 Ｅ Ｌ
素 子 を 形 成 す る も の が あ る 。 し か し な が ら 、 上 述 の 構 成 に お い て は 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ
に 含 有 さ れ る 水 分 や ア ウ ト ガ ス が 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 内 に 侵 入 し て ダ ー ク ス ポ ッ ト と 呼 ば れ
る 非 発 光 部 分 の 発 生 し 、 ま た そ の 面 積 が 拡 大 す る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の 問 題 点 を 解 決 す る も の と し て 、 ガ ラ ス 材 料 か ら な る 支 持 基 板 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 形 成 面 と
反 対 側 に カ ラ ー フ ィ ル タ を 配 設 す る 構 成 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
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か か る 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お い て は 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ と の 間
に 遮 蔽 性 の 高 い ガ ラ ス 材 料 か ら な る 前 記 支 持 基 板 が 介 在 す る こ と に よ っ て 、 前 記 カ ラ ー フ
ィ ル タ か ら の 水 分 や ア ウ ト ガ ス が 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 内 に 侵 入 す る こ と を 抑 制 す る こ と が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ５ ９ － １ ９ ４ ３ ９ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 １ １ － ３ ４ ５ ６ ８ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 前 記 支 持 基 板 の 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 形 成 面 と 反 対 側 に 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ を
配 設 す る 構 成 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に あ っ て は 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ と の
間 隔 が 大 き く な る た め に 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 表 示 光 が 所 定 の 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ を 通 過
す る 角 度 が 狭 ま り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 視 野 角 度 が 狭 く な る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 に 鑑 み 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 用 い た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お い て 、 前
記 カ ラ ー フ ィ ル タ か ら の 水 分 や ア ウ ト ガ ス が 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 内 に 侵 入 す る こ と を 抑 制 し 、 ま
た 、 十 分 な 視 野 角 度 を 得 る こ と が 可 能 な 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の よ う に 、 所 定 の 形 状 に 形 成 さ れ
た 第 一 電 極 と 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 と 、 第 二 電 極 と 、 を 透 光 性 の 支 持 基 板 の
一 方 の 面 上 に 順 次 積 層 し て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 形 成 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 で あ っ
て 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 形 成 後 に 前 記 支 持 基 板 を 薄 厚 処 理 す る 工 程 と 、 前 記 薄 厚 処 理 す る 工
程 後 に 、 前 記 支 持 基 板 の 他 方 の 面 側 に カ ラ ー フ ィ ル タ を 配 設 す る 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 請 求 項 １ に お い て 、 請 求 項 ２ に 記 載 の よ う に 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が マ ト リ ク ス 状 に
形 成 さ れ 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ が 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 対 応 し て 複 数 配 設 さ れ て な る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に お い て 、 請 求 項 ３ に 記 載 の よ う に 、 前 記 薄 厚 処 理 す る 工
程 は 、 視 野 角 度 が ３ ０ ° 以 上 と な る よ う に 、 前 記 支 持 基 板 の 厚 さ を 調 整 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に お い て 、 請 求 項 ４ に 記 載 の よ う に 、 前 記 薄 厚 処 理 す る 工
程 は 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 前 記 支 持 基 板 と の 接 触 面 か ら 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ の 上 面 ま で の
高 さ Ａ が 、 １ μ ｍ ＜ Ａ ≦ ５ ０ μ ｍ と な る よ う に 、 前 記 支 持 基 板 の 厚 さ を 調 整 す る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ に お い て 、 請 求 項 ５ に 記 載 の よ う に 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ は
、 透 光 性 の 接 着 層 を 介 し て 前 記 支 持 基 板 の 前 記 他 方 の 面 側 に 配 設 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ に お い て 、 請 求 項 ６ に 記 載 の よ う に 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ は
、 透 光 性 の 平 板 部 材 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 支 持 基 板 と 前 記 平 板 部 材 と で 挟 持 さ れ る よ う に 配
設 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 多 色 表 示 が 可 能 な ド ッ ト マ ト リ ク ス 型 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 本 発 明 を 適 用 し た 実 施 形
態 を 添 付 の 図 面 に 基 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 透 光 性 の 支 持 基 板 ２ と 、 支 持 基 板 の 一 方 の 面 上
形 成 さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ と 、 支 持 基 板 ２ の 他 方 の 面 側 に 配 設 さ れ る カ ラ ー フ ィ ル タ ４ と
、 カ ラ ー フ ィ ル タ ４ が 形 成 さ れ る 平 板 部 材 ５ と 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ４ と 支 持 基 板 ２ と を 接 着
す る た め の 接 着 層 ６ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ を 気 密 的 に 覆 う 封 止 部 材 ７ と 、 か ら 主 に 構 成 さ れ
て い る 。 な お 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ に つ い て は 、 説 明 を 簡 略 化 す る た め に 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の
画 素 を 構 成 す る 各 発 光 部 以 外 の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
支 持 基 板 ２ は 、 例 え ば ガ ラ ス 材 料 か ら な る も の で あ り 、 前 記 一 方 の 面 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ と
封 止 部 材 ７ と が 配 設 さ れ 、 前 記 他 方 の 面 に 接 着 層 ６ を 介 し て カ ラ ー フ ィ ル タ ４ が 配 設 さ れ
る も の で あ る 。 ま た 、 支 持 基 板 ２ は 、 前 記 一 方 の 面 上 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ が 形 成 さ れ 、 ま た
、 封 止 部 材 ７ が 接 着 剤 （ 図 示 し な い ） を 介 し て 配 設 さ れ た 後 、 前 記 他 方 の 面 を 薄 厚 処 理 さ
れ る も の で あ る 。 な お 、 薄 厚 処 理 と は 、 研 磨 ま た は エ ッ チ ン グ 処 理 等 に よ っ て 支 持 基 板 ２
の 厚 さ を 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ 形 成 時 よ り も 薄 く す る 処 理 を い う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 透 明 電 極 （ 第 一 電 極 ） ８ ， 有 機 層 ９ ， 背 面 電 極 （
第 二 電 極 ） １ ０ が 支 持 基 板 ２ 上 に 順 次 積 層 さ れ て 膜 厚 ２ ０ ０ ｎ ｍ ～ ７ ０ ０ ｎ ｍ の 層 状 に 形
成 さ れ て な る も の で あ る 。 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ は マ ト リ ク ス 状 に 設 け ら れ て お り 、 有 機
Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 画 素 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
透 明 電 極 ８ は 、 例 え ば 酸 化 ス ズ （ Ｓ ｎ Ｏ ↓ ２ ） に 酸 化 イ ン ジ ウ ム （ Ｉ ｎ ↓ ２ Ｏ ↓ ３ ） を ド
ー プ し た Ｉ Ｔ Ｏ （ Ｉ ｎ ｄ ｉ ｕ ｍ 　 Ｔ ｉ ｎ 　 Ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ ） 等 の 透 光 性 の 導 電 材 料 を ス パ ッ タ
リ ン グ ， 蒸 着 法 あ る い は イ オ ン プ レ ー テ ィ ン グ 等 の 方 法 で 支 持 基 板 ２ 上 に 膜 厚 ５ ０ ～ ２ ０
０ ｎ ｍ の 層 状 に 形 成 し 、 例 え ば フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 法 に て ス ト ラ イ プ 状 に パ タ ー ニ ン グ
し て な る も の で あ り 、 図 示 し な い 外 部 電 源 と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
有 機 層 ９ は 、 正 孔 注 入 層 ９ ａ ， 正 孔 輸 送 層 ９ ｂ ， 発 光 層 ９ ｃ 及 び 電 子 輸 送 層 ９ ｄ か ら な り
、 透 明 電 極 ８ 上 に 積 層 さ れ 膜 厚 １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｎ ｍ の 層 状 と な る も の で あ る 。 な お 、 発 光
層 ９ ｃ は 単 層 あ る い は 複 数 層 か ら な り 、 白 色 の 表 示 光 を 発 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
背 面 電 極 １ ０ は 、 膜 厚 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ の 層 状 の ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） や マ グ ネ シ ウ ム 銀
（ Ｍ ｇ ： Ａ ｇ ） 等 の 導 電 材 料 か ら な る も の で あ り 、 蒸 着 等 の 方 法 に よ っ て 、 透 明 電 極 ８ に
略 直 角 に 交 わ る よ う に ス ト ラ イ プ 状 に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 背 面 電 極 １ ０ は 、 前 記 外 部 電 源
と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
カ ラ ー フ ィ ル タ ４ は 、 青 色 色 素 を 有 す る 青 色 フ ィ ル タ ４ ａ と 、 緑 色 色 素 を 有 す る 緑 色 フ ィ
ル タ ４ ｂ と 、 赤 色 色 素 を 有 す る 赤 色 フ ィ ル タ ４ ｃ と 、 か ら な る も の で あ り 、 透 光 性 の ガ ラ
ス 材 料 か ら な る 板 厚 １ ｍ ｍ 前 後 の 平 板 部 材 ５ 上 に 、 印 刷 法 や フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 法 等 に
よ っ て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ の 形 成 位 置 に 対 応 す る よ う に 形 成 さ れ る も の で あ る 。 各 フ ィ ル タ ４
ａ ～ ４ ｃ は 、 透 光 性 の 樹 脂 材 料 に 前 記 各 色 素 を そ れ ぞ れ 溶 解 ま た は 分 散 さ せ て な る も の で
あ る 。 ま た 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ４ は 、 例 え ば 二 液 硬 化 型 あ る い は 熱 硬 化 型 の 樹 脂 材 料 等 か ら
な る 透 光 性 の 接 着 層 ６ を 介 し て 、 支 持 基 板 ２ の 前 記 他 方 の 面 側 に 支 持 基 板 ２ と 平 板 部 材 ５
と で 挟 持 さ れ た 状 態 で 配 設 さ れ る も の で あ る 。 な お 、 接 着 層 ６ は 膜 厚 が １ μ ｍ ～ ５ μ ｍ と
な る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
封 止 部 材 ７ は 、 例 え ば ガ ラ ス 材 料 か ら な る 平 板 部 材 を サ ン ド ブ ラ ス ト ， 切 削 ， エ ッ チ ン グ
あ る い は 熱 間 プ レ ス 加 工 等 の 適 宜 方 法 で 凹 形 状 に 形 成 し て な る も の で あ る 。 封 止 部 材 ７ は
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、 例 え ば 紫 外 線 硬 化 型 の 樹 脂 材 料 等 か ら な る 前 記 接 着 剤 を 介 し て 支 持 基 板 ２ 上 に 気 密 的 に
配 設 さ れ 、 封 止 部 材 ７ と 支 持 基 板 ２ と で 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ を 封 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 上 の 各 部 に よ っ て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ が 形 成 さ れ て い る 。 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 青 色 フ ィ
ル タ ４ ａ ， 緑 色 フ ィ ル タ ４ ｂ 及 び 赤 色 フ ィ ル タ ４ ｃ に そ れ ぞ れ 対 応 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ で
有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の １ つ の 画 素 を 構 成 し て お り 、 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ か ら 青 色 フ ィ ル タ ４ ａ
， 緑 色 フ ィ ル タ ４ ｂ 及 び 赤 色 フ ィ ル タ ４ ｃ を そ れ ぞ れ 透 過 し て な る 青 色 ， 緑 色 及 び 赤 色 の
表 示 光 を 調 整 す る こ と に よ っ て 多 色 表 示 が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 視 野 角 度 θ が ３ ０ ° 以 上 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 視 野
角 度 θ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ の 支 持 基 板 ２ と の 接 触 面 か ら カ ラ ー フ ィ ル タ ４ の 上 面 ま で の 高
さ を Ａ と し （ 以 下 、 高 さ Ａ と い う ） 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ の 端 部 と 隣 り 合 う 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ に
対 向 す る カ ラ ー フ ィ ル タ ４ の 端 部 と の 間 隔 を Ｂ （ 以 下 、 間 隔 Ｂ と い う ） と し た 場 合 に 、 以
下 の 式 （ １ ） に よ っ て 求 め ら れ る 。
θ ＝ ｔ ａ ｎ － １ （ Ｂ ／ Ａ ） ・ ・ ・ （ １ ）
な お 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 視 野 角 度 θ が ３ ０ ° よ り も 小 さ い 場 合 、 使 用 者 が 斜 め 前 方 か ら
有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ を 見 た 場 合 に 表 示 が 不 鮮 明 と な り や す く 、 表 示 装 置 に 適 用 す る も の と し
て は 好 ま し く な い 。 ま た 、 間 隔 Ｂ は 、 例 え ば 緑 色 フ ィ ル タ ４ ｂ に 対 応 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３
の 端 部 か ら 隣 り 合 う 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ に 対 応 す る 赤 色 カ ラ ー フ ィ ル タ ４ ｃ の 端 部 ま で の 間 隔
で あ り 、 間 隔 Ｂ は あ ら か じ め 定 め ら れ る 一 定 の 値 と す る 。 ま た 、 高 さ Ａ は 、 本 実 施 の 形 態
に お い て は 、 支 持 基 板 ２ の 厚 さ Ａ １ と 接 着 層 ６ の 厚 さ Ａ ２ と の 合 計 で あ る （ Ａ ＝ Ａ １ ＋ Ａ
２ ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 図 ３ を 用 い て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま ず 、 板 厚 ０ ． ７ ｍ ｍ 前 後 の 支 持 基 板 ２ の 前 記 一 方 の 面 上 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ を 形 成 す る （
図 ３ （ ａ ） 参 照 ） 。 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ は 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 法 及 び エ ッ チ ン グ 処 理 に よ
る 透 明 電 極 ８ の 形 成 工 程 ， 蒸 着 法 等 の 手 段 に よ る 有 機 層 ９ の 形 成 工 程 及 び 蒸 着 法 等 の 手 段
に よ る 背 面 電 極 ８ の 形 成 工 程 を 経 て 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 封 止 部 材 ７ を 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ を 取 り 囲 む よ う に 支 持 基 板 ２ 上 に 前 記 接 着 剤 を 介 し
て 配 設 す る と 共 に 、 紫 外 線 を 照 射 し て 前 記 接 着 剤 を 硬 化 さ せ 、 支 持 基 板 ２ と 封 止 部 材 ７ と
を 気 密 的 に 接 合 す る （ 図 ３ （ ｂ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 予 め 定 め ら れ た 視 野 角 度 θ （ θ ≧ ３ ０ ° ） と 間 隔 Ｂ と に 基 づ い て 下 記 の 式 （ ２ ） か
ら 視 野 角 度 θ を 得 る た め の 高 さ Ａ を 求 め る 。
Ａ ＝ Ｂ ／ ｔ ａ ｎ θ （ θ ≧ ３ ０ ° ） ・ ・ ・ （ ２ ）
さ ら に 、 図 ４ に 示 す 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ 形 成 時 の 支 持 基 板 ２ の 厚 さ Ａ １ と 後 の 工 程 で 形 成 さ れ
る 接 着 層 ６ の 厚 さ Ａ ２ と の 合 計 （ Ａ １ ＋ Ａ ２ ） か ら な る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ の 支 持 基 板 ２ と の
前 記 接 触 面 か ら カ ラ ー フ ィ ル タ ４ の 前 記 上 面 ま で の 実 際 の 高 さ Ａ ’ （ 以 下 、 実 際 の 高 さ Ａ
’ と い う ） と 視 野 角 度 θ を 得 る た め の 高 さ Ａ と を 比 較 し て 過 剰 分 を 算 出 し 、 支 持 基 板 ２ の
前 記 他 方 の 面 側 を エ ッ チ ン グ 処 理 及 び 研 磨 に よ っ て 前 記 薄 厚 処 理 し て 支 持 基 板 ２ の 厚 さ Ａ
１ を 前 記 過 剰 分 を 除 い た 厚 さ に 調 整 し て 、 実 際 の 高 さ Ａ ’ が 視 野 角 度 θ を 得 る た め の 高 さ
Ａ と 等 し く な る よ う に す る （ 図 ３ （ ｃ ） 参 照 ） 。 な お 、 視 野 角 度 θ は 、 高 さ Ａ と 間 隔 Ｂ と
に 基 づ い て 定 め ら れ る も の で あ る が 、 間 隔 Ｂ が 狭 く な る ほ ど 視 野 角 度 θ も 狭 ま る た め に 、
間 隔 Ｂ は ３ ０ μ ｍ 程 度 と す る の が 一 般 的 で あ る 。 こ の 場 合 、 高 さ Ａ が ５ ０ μ ｍ 以 下 と な る
よ う に 支 持 基 板 ２ の 厚 さ Ａ １ を 前 記 薄 膜 処 理 に よ っ て 調 整 す る こ と で 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １
の 視 野 角 θ を ３ ０ ° 以 上 と す る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 高 さ Ａ は 、 接 着 層 ６ の 厚 さ Ａ ２
が 含 ま れ る た め １ μ ｍ よ り 大 き い 値 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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次 に 、 支 持 基 板 ２ の 前 記 他 方 の 面 上 に 接 着 層 ６ を 層 状 に 塗 布 し 、 平 板 部 材 ５ 上 に 形 成 さ れ
た 青 色 フ ィ ル タ ４ ａ ， 緑 色 フ ィ ル タ ４ ｂ 及 び 赤 色 フ ィ ル タ ４ ｃ か ら な る カ ラ ー フ ィ ル タ ４
を 接 着 層 ６ を 介 し て 支 持 基 板 ２ の 前 記 他 方 の 面 上 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ の 形 成 位 置 に 対 応 す る
よ う に 配 設 し 、 接 着 層 ６ を 硬 化 さ せ て カ ラ ー フ ィ ル タ ４ の 配 設 位 置 を 固 定 す る （ 図 ３ （ ｄ
） 参 照 ） 。 以 上 の 工 程 に よ っ て 、 多 色 表 示 が 可 能 な 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
か か る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 製 造 方 法 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ が マ ト リ ク ス 状 に 形 成 さ れ 、 カ ラ
ー フ ィ ル タ ４ が 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ に 対 応 し て 複 数 配 設 さ れ て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ に お い て
、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ 形 成 後 に 支 持 基 板 ２ を 前 記 薄 厚 処 理 す る 工 程 と 、 前 記 薄 厚 処 理 す る 工 程
後 に 、 支 持 基 板 ２ の 前 記 他 方 の 面 側 に カ ラ ー フ ィ ル タ ４ を 配 設 す る 工 程 と 、 を 含 む も の で
あ る 。 ま た 、 前 記 薄 厚 処 理 す る 工 程 は 、 視 野 角 度 θ が ３ ０ ° 以 上 と な る よ う に 、 支 持 基 板
２ の 厚 さ Ａ １ を 調 整 す る も の で あ る 。 し た が っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３
と カ ラ ー フ ィ ル タ ４ と の 間 に 遮 蔽 性 の 高 い ガ ラ ス 材 料 か ら な る 支 持 基 板 ２ が 介 在 す る 構 成
と な る た め カ ラ ー フ ィ ル タ ４ か ら の 水 分 や ア ウ ト ガ ス が 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ 内 に 侵 入 す る こ と
を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な り 、 ま た 、 支 持 基 板 ２ を 前 記 薄 厚 処 理 す る こ と に よ っ て 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 ３ と カ ラ ー フ ィ ル タ ４ と の 間 を 狭 め る こ と が で き 、 十 分 な 視 野 角 度 を 得 る こ と 可 能
と な る 。 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ 形 成 後 に 支 持 基 板 ２ を 前 記 薄 厚 処 理 す る た め 、 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 ３ 形 成 時 に 支 持 基 板 ２ に 撓 み を 生 じ さ せ る こ と が な く 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ を 支 持 基 板 ２ 上
の 適 正 な 位 置 に 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ の 支 持 基 板 ２ と の 前 記 接 触 面 か ら カ ラ ー フ ィ ル タ ４ の 前 記 上 面 ま で
の 高 さ Ａ が 、 １ μ ｍ ＜ Ａ ≦ ５ ０ μ ｍ と な る よ う に 、 前 記 薄 厚 処 理 に よ っ て 支 持 基 板 ２ の 厚
さ Ａ １ を 調 整 す る こ と に よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 視 野 角 度 θ を 十 分 に 確 保 す る こ と が 可
能 で あ る 。 高 さ Ａ を ５ ０ μ ｍ 以 下 と す る こ と は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ の 端 部 と 隣 り 合 う 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 ３ に 対 向 す る カ ラ ー フ ィ ル タ ４ の 端 部 と の 間 隔 Ｂ が ３ ０ μ ｍ 以 上 に 設 定 さ れ る 場 合
に 特 に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の 製 造 方 法 は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ４ を 、 透 光 性 の 接 着 層 ６ を 介 し て
支 持 基 板 ２ の 前 記 他 方 の 面 側 に 配 設 す る も の で あ る 。 ま た 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ４ を 、 透 光 性
の 平 板 部 材 ５ 上 に 形 成 し 、 支 持 基 板 ２ と 平 板 部 材 ５ と で 挟 持 す る よ う に 配 設 す る も の で あ
る 。 し た が っ て 、 支 持 基 板 ２ は 、 前 記 薄 厚 処 理 す る 工 程 後 に 平 板 部 材 ５ 及 び 接 着 層 ６ と に
よ っ て 支 持 さ れ る た め 、 前 記 薄 厚 処 理 後 に 支 持 基 板 ２ に 撓 み が 生 じ る こ と を 抑 制 す る こ と
が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 本 実 施 形 態 は ド ッ ト マ ト リ ク ス 型 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ で あ っ た が 、 本 発 明 は 、 セ グ
メ ン ト 型 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に も 適 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 用 い
た 構 成 で あ れ ば 、 単 色 表 示 を 行 う 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お い て も 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 を 一 対 の 電 極 で 挟 持 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 透 光
性 の 支 持 基 板 上 に 配 設 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 に 関 し 、 カ ラ ー フ ィ ル タ か ら の
水 分 や ア ウ ト ガ ス が 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 内 に 侵 入 す る こ と を 抑 制 し 、 ま た 、 十 分 な 視 野 角 度 を 得
る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 同 上 の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 示 す 拡 大 断 面 図 。
【 図 ３ 】 同 上 に お け る 製 造 方 法 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 同 上 に お け る 実 際 の 高 さ Ａ ’ を 示 す 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
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２ 　 　 支 持 基 板
３ 　 　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
４ 　 　 カ ラ ー フ ィ ル タ
５ 　 　 平 板 部 材
６ 　 　 接 着 層
７ 　 　 封 止 部 材
８ 　 　 透 明 電 極 （ 第 一 電 極 ）
９ 　 　 有 機 層
９ ｃ 　 発 光 層
１ ０ 　 　 背 面 電 極 （ 第 二 電 極 ） 10
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【 図 ２ 】
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【 図 ４ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种用于制造有机EL面板的方法，该方法能够抑制水
或气体从滤色器进入有机EL元件并获得足够的视角。 解决方案：有机EL
面板1具有透明电极，该透明电极包括以预定形状形成的第一电极（透明
电极），至少具有发光层的有机层9和第二电极（背面电极）。 通过依
次堆叠在支撑基板2的一个表面上而形成。 用于制造有机EL面板1的方法
包括在形成有机EL元件3之后对支撑基板2进行薄处理的步骤以及对支撑
基板2进行薄处理然后在支撑基板2的另一表面侧上布置滤色器4的步
骤。 和执行的步骤。 [选型图]图1
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